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(57)【要約】
【課題】有機絶縁膜を形成する際に流動状の有機材料を
塗布したときの塗布むらを抑制できる液晶パネルを提供
する。
【解決手段】表示領域の副画素を駆動するための信号を
外部から入力する外部接続端子と表示領域側の配線35と
を電気的に接続する複数の接続配線32と、接続配線32，
32間に形成したダミーパターン33とを有する配線領域36
を備える。有機絶縁膜を形成する際に流動状の有機材料
を塗布したときの配線領域36での放射状の塗布むらを抑
制できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を有する表示領域と、
　前記画素を駆動するための信号を外部から入力する外部接続端子と、
　この外部接続端子と前記表示領域側とを電気的に接続する複数の接続配線と、これら接
続配線間に形成されたダミーパターンとを備えた配線領域と、
　流動状の材料を塗布して形成され、少なくとも前記接続配線と前記ダミーパターンとを
覆う絶縁膜と
　を具備したことを特徴とする表示素子。
【請求項２】
　前記ダミーパターンは、近接する前記配線パターンの少なくとも一部と略等しいライン
／スペース比に形成されている
　ことを特徴とする請求項１記載の表示素子。
【請求項３】
　前記配線パターンは、
　間隔が相対的に広い広間隔部と、
　間隔が相対的に狭い狭間隔部とを備え、
　前記ダミーパターンは、前記広間隔部に対応する位置に前記狭間隔部と略等しいライン
／スペース比に形成されていることで前記配線領域のライン／スペース比のばらつきを低
減する
　ことを特徴とする請求項１または２記載の表示素子。
【請求項４】
　前記ダミーパターンは、前記接続配線と同材質で形成されている
　ことを特徴とする請求項１ないし３いずれか一記載の表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部接続端子を表示領域側と電気的に接続する接続配線を備えた表示素子に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示素子としての液晶表示素子である液晶パネルは、テレビジョン受像機、コン
ピュータの表示装置、携帯電話端末などの様々な機器に使用されている。
【０００３】
　このような液晶パネルは、アレイ基板と対向基板とを、液晶層を介在させて互いに対向
配置して貼り合わせて形成されている。アレイ基板は、ガラス基板などの絶縁基板上に複
数の走査線と信号線とを互いに交差するように形成し、これら走査線と信号線との交差位
置に、画素を構成する画素電極を駆動するためのスイッチング素子である薄膜トランジス
タを形成して表示領域を四角形状に形成している。
【０００４】
　走査線および信号線には、薄膜トランジスタを駆動するための信号が外部機器を介して
入力される。このため、アレイ基板のガラス基板上には、外部機器と接続される外部接続
端子と、これら外部接続端子と表示領域側とを電気的に接続する複数の接続配線が所定の
ライン／スペース比で形成されている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００６－２７８９８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　アレイ基板上では、走査、信号線、薄膜トランジスタ、接続配線および画素電極などが
積層されるため、これらを絶縁するための絶縁膜が形成される。このような絶縁膜は、例
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えば流動状の透明な有機材料をスピンコート法などにより塗布した後、所定温度でのベー
ク工程およびパターニング工程などを経て形成される。
【０００６】
　しかしながら、上述の液晶パネルでは、外部接続端子近傍において多数の接続配線が形
成されていることにより、これら接続配線が形成されている部分と、これら接続配線の近
傍のスペースとで、スピンコート時に絶縁膜にむらが発生するおそれがあるという問題点
を有している。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、絶縁膜を形成する際に流動状の材料を
塗布したときの塗布むらを抑制できる表示素子を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、複数の画素を有する表示領域と、前記画素を駆動するための信号を外部から
入力する外部接続端子と、この外部接続端子と前記表示領域側とを電気的に接続する複数
の接続配線と、これら接続配線間に形成されたダミーパターンとを備えた配線領域と、流
動状の材料を塗布して形成され、少なくとも前記接続配線と前記ダミーパターンとを覆う
絶縁膜とを具備したものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、絶縁膜を形成する際に流動状の材料を塗布したときの配線領域での塗
布むらを抑制できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施の形態の表示素子の構成を図１ないし図４を参照して説明する。
【００１１】
　図３および図４において、11は表示素子としての液晶表示素子である液晶パネルを示し
、この液晶パネル11は、アレイ基板12と対向基板13とが互いに対向配置されてシール部14
により貼り合わされ、これら基板12，13間に光変調層としての液晶層15が介在された、ア
クティブマトリクス型のカラー表示可能のものである。そして、液晶パネル11は、例えば
図示しないバックライトからの白色の面状光を変調透過させて画像を表示する、いわゆる
透過型のものであり、四角形状の表示領域16と、この表示領域16の外方に位置する非表示
領域である枠状の周辺領域17とが形成されている。
【００１２】
　アレイ基板12は、透光性および絶縁性を有する透明基板すなわちガラス基板21の液晶層
15側の主面上に、表示領域16に対応する位置にて複数の走査線22および複数の信号線23が
格子状に形成されている。また、走査線22と信号線23との交差位置には、それぞれスイッ
チング素子としての薄膜トランジスタ(ＴＦＴ)25が形成されており、各薄膜トランジスタ
25のゲート電極が走査線22に、ソース電極が信号線23にそれぞれ電気的に接続されている
とともに、走査線22と信号線23とに囲まれた各領域に、ＩＴＯなどの透明導電部材により
形成され画素である副画素SPを構成する図示しない画素電極が形成されている。すなわち
、画素電極は、表示領域16内にてマトリクス状に配置され、対応する各薄膜トランジスタ
25のドレイン電極に電気的に接続されている。さらに、表示領域16内には、液晶層15の液
晶分子を所定方向に配向させる配向膜29が形成されている。そして、周辺領域17に配置さ
れた図示しない走査線駆動回路であるゲートドライバからの信号が走査線22を介してゲー
ト電極に印加されることで薄膜トランジスタ25がスイッチング制御され、周辺領域17に配
置された図示しない信号線駆動回路であるソースドライバから信号線23を介して入力され
た信号に対応して画素電極に電圧を印加して駆動することで、薄膜トランジスタ25が副画
素SPをそれぞれ独立して点灯／消灯可能となっている。
【００１３】
　また、アレイ基板12のガラス基板21の一端近傍には、図示しない外部機器と電気的に接
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続するための外部接続端子31が配置されている。これら外部接続端子31は、例えば異方性
導電フィルム(ＡＣＦ)などを介して図示しないフレキシブル基板などと熱圧着されること
でこのフレキシブル基板側に電気的および物理的に接続される端子であり、図１および図
２に示すように、表示領域16側と多数の接続配線32により電気的に接続されている。また
、これら接続配線32の近傍には、多数のダミーパターン33が形成されている。そして、こ
れら接続配線32とダミーパターン33とにより、配線領域36が形成されている。
【００１４】
　接続配線32は、例えばＭＡＭ(Ｍｏ／Ａｌ／Ｍｏ)などの金属部材により７μｍの幅寸法
に形成されており、表示領域16側の配線35と電気的および物理的に接続されている。また
、この接続配線32は、例えばガラス基板21の長手方向あるいは幅方向などに沿って直線状
に形成された広間隔部としての直線部32a、および、この直線部32aに対して傾斜した狭間
隔部としての傾斜部32bなどを有している。また、複数の接続配線32は、配線領域36内に
、接続配線群32nを構成している。
【００１５】
　直線部32aは、例えば傾斜部32bと比較して、間隔が広く設定されており、例えば図１中
の直線部32aの配線幅が７μｍ、直線部32a，32aの間隔が６５．５μｍである。すなわち
、直線部32aの上下方向のライン／スペース比が７／６５．５に設定されている。
【００１６】
　また、傾斜部32bは、例えばライン／スペース比が７／６．５に設定されている。した
がって、直線部32aおよび傾斜部32bは、それらの配線幅が互いに略等しく形成されている
。
【００１７】
　配線35は、例えばＭｏＷなどの金属部材により形成されている。
【００１８】
　ダミーパターン33は、接続配線32と同材質、例えばＭＡＭなどの金属部材により、図１
中の左右方向に沿う直線状の複数の配線本体33aとこれら配線本体33a，33aに略直交する
ように連続する直線状の複数の格子部33bとにより格子状に形成されている。したがって
、配線本体33a，33aおよび格子部33b，33b間には、四角形状の空間部33cがそれぞれ形成
されている。また、複数のダミーパターン33は、配線領域36内の接続配線群32n近傍に、
ダミーパターン群33nを形成している。
【００１９】
　さらに、ダミーパターン33は、例えば配線本体33aの幅寸法が７μｍに形成され、配線
本体33a，33aの間隔が６．５μｍであり、これら配線本体33aの図１中の上下方向のライ
ン／スペース比が７／６．５に設定され、かつ、格子部33bの図１中の左右方向のピッチ
が１５μｍに設定されている。また、これらダミーパターン33は、図１および図２に示す
ように、例えば接続配線32の直線部32aの間、あるいは傾斜部32bの近傍などに形成される
スペースＳに位置しており、配線領域36のライン／スペース比のばらつきを低減し、この
配線領域36でのライン／スペース比を７／６．５に略均一化している。
【００２０】
　ダミーパターン群33nを構成するダミーパターン33は、近接する接続配線群32nを構成す
る接続配線32と略等しいライン／スペース比に設定されている。
【００２１】
　そして、接続配線32およびダミーパターン33は、走査線22、信号線23および薄膜トラン
ジスタ25などとともに、絶縁膜としての有機絶縁膜37(図３)により覆われている。この有
機絶縁膜37は、例えば透光性を有するポジ型感光樹脂などの有機材料38により形成されて
いる。また、この有機絶縁膜37は、製造に際して、流動状の有機材料38をスピンコート法
により塗布し、所定温度でのベーク工程およびパターニング工程などを経て形成される。
【００２２】
　一方、図１および図２に示すように、対向基板13は、透光性および絶縁性を有する透明
基板すなわちガラス基板50の液晶層15側の主面上に、表示領域16に対応してカラーフィル
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タ層51が形成されているとともに、このカラーフィルタ層51を覆って共通電極である対向
電極52が形成され、かつ、この対向電極52を覆って配向膜53が形成されている。
【００２３】
　カラーフィルタ層51は、例えば合成樹脂などにより、赤、緑および青のそれぞれに対応
する着色部51r，51g，51bが信号線23方向すなわち垂直方向に沿ってストライプ状に形成
され、各着色部51r，51g，51bが走査線22方向すなわち水平方向に順次繰り返して配置さ
れている。本実施の形態では、これら白色を構成可能な３原色の着色部51r，51g，51bに
より、対応する画素電極が３つで１つの画素をなしている。
【００２４】
　なお、カラーフィルタ層51は、アレイ基板12側に設けてもよい。この場合には、液晶パ
ネル11を、半透過型、あるいは反射型とすることもできる。
【００２５】
　対向電極52は、画素電極と同様に、ＩＴＯなどの透明導電部材により形成されている。
【００２６】
　液晶層15は、所定の液晶材料により形成された光変調層であり、各画素電極と対向電極
52との間の電圧差(電位差)によって、各副画素SPでの階調表示が可能となっている。
【００２７】
　次に、上記一実施の形態の作用を説明する。
【００２８】
　液晶パネル11の製造の際には、所定の成膜工程およびパターニング工程を繰り返して形
成したアレイ基板12と対向基板13とを、シール部14を介して貼り合わせ、これら基板12，
13間に液晶層15を介在させる。
【００２９】
　アレイ基板12の製造の際には、ガラス基板21上に、例えばスパッタリング法およびエッ
チング法などを適宜用いることにより、走査線22、信号線23、薄膜トランジスタ25、外部
接続端子31、接続配線32およびダミーパターン33を形成する。
【００３０】
　なお、接続配線32とダミーパターン33とは、同材質により同工程で形成する。
【００３１】
　そして、走査線22、信号線23、薄膜トランジスタ25、外部接続端子31、接続配線32およ
びダミーパターン33を形成したガラス基板21の全面に有機材料38をスピンコート法により
所定厚みに塗布する。このとき、配線領域36では、ライン／スペース比が全体で略一定で
あることにより、配線領域36での有機材料38とアレイ基板12側との摩擦が略均一化され、
有機材料38が配線領域36においてむらなく略均一に塗布される。
【００３２】
　この後、プリベーク、露光によるパターニングおよびポストベークなどの各種工程によ
り、画素電極と薄膜トランジスタ25などとを接続するためのスルーホールなどを有する有
機絶縁膜37を形成する。
【００３３】
　そして、画素電極を成膜、パターニングした後、配向膜29などを形成し、アレイ基板12
を完成する。
【００３４】
　上述したように、上記一実施の形態によれば、配線領域36の接続配線32間にダミーパタ
ーン33を形成、具体的に、近接する接続配線32と略等しいライン／スペース比でダミーパ
ターン33を形成したり、接続配線32のうち狭間隔部である傾斜部32bのライン／スペース
比と略等しいライン／スペース比となるように、広間隔部である直線部32aの間などダミ
ーパターン33を形成したりすることにより、有機絶縁膜37を形成する際に流動状の有機材
料38を塗布したときの配線領域36での放射状の塗布むらを抑制できる。
【００３５】
　すなわち、接続配線32の間隔が大きいことなどにより生じる接続配線32の密度が疎の領
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属密度が一定になるように接続配線32とダミーパターン33の金属とを配置する。このよう
に配線領域36の全域にわたって接続配線32とダミーパターン33とを配置すれば、アレイ基
板12の全域に亘って有機絶縁膜37を形成する有機材料38の流動の抵抗が均一になり、スピ
ンコートの際に有機材料38からなる有機絶縁膜37のむらを抑制できる。
【００３６】
　また、有機材料38の塗布むらを抑制できることで、有機絶縁膜37の膜厚などのばらつき
をも低減でき、アレイ基板12の信頼性を向上できる。
【００３７】
　なお、上記一実施の形態において、配線領域36では、任意のスペースにダミーパターン
33を形成でき、その形状も例えば接続配線32の広間隔部と狭間隔部とに対応させて任意に
設定できる。
【００３８】
　また、ダミーパターン33は、少なくとも配線領域36の接続配線32以外の広間隔部などの
スペースに形成されていれば、配線領域36のライン／スペース比のばらつきを低減できる
ので、必ずしも接続配線32の少なくとも一部と略等しいライン／スペース比としなくても
よい。
【００３９】
　さらに、表示素子としては、液晶パネル11だけでなく、例えば有機ＥＬなどでも対応可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施の形態の表示素子の配線領域の一部を拡大して示す平面図である
。
【図２】同上表示素子の配線領域を示す平面図である。
【図３】同上表示素子を示す側面図である。
【図４】同上表示素子を一部を切り欠いて示す平面図である。
【符号の説明】
【００４１】
　11　　表示素子としての液晶パネル
　16　　表示領域
　31　　外部接続端子
　32　　接続配線
　32a 　広間隔部としての直線部
　32b 　狭間隔部としての傾斜部
　33　　ダミーパターン
　36　　配線領域
　37　　絶縁膜としての有機絶縁膜
　SP　　画素である副画素
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